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1. プロジェクトの概要 

1.1. 本プロジェクトの背景と経緯 

パプアニューギニア独立国（以下、PNG）は、ニューギニア島の東半分やニューブリテン島、

ニューアイルランド島、ブーゲンビル島を含めた 600 を超える島々から形成されているほか、ニ

ューギニア島中央の山脈により国土が分断されているなど、その険しい地形条件から、ニューギ

ニア島の沿岸部あるいは島嶼間の人や物の移動は、海上交通および航空路に頼らざるを得ない状

況が続いており、物資輸送については海上交通が最も重要な手段となっている。 

2013 年 7 月に発表された国家交通戦略（NTS）では国の 2050 年ビジョンや発展戦略計画を反

映した運輸部門開発のための政府の長期政策が定められている。その戦略では港湾施設の復興や

拡張が運輸分野の発展のために重要な役割を果たすと幾度も書かれている。 

PNG の主要港湾にある既存施設は老朽化が進み、拡大する需要や近年の船舶の大型化やコンテ

ナ化に対応出来ていない。国の経済発展を促進させるためにも政府は国内の港湾ネットワークの

発展の主導権を担い進めていく必要がある。しかしながら、管理規制の役割の一部が運輸省

（Department of Transport、以下「DoT」）から、港湾公社（PNG Ports Corporation Ltd、以下「PNGPCL」）、

海上保安庁（National Maritime Safety Authority、以下「NMSA」）等の機関に委任されている。さ

らに、管理が委任されていない港湾の管理はどの政府機関にも管理されていない状況になってい

る。このような状況では行政の責任所在の曖昧さや意思決定プロセスの複雑化といった課題を抱

えている。 

その政策を実現させるために、政府が港湾行政の関連した政策手法や技術の知識を習得するこ

とは非常に重要であり、この新たな機能を効率的に進めるためにも DoT 職員の人材育成も重要と

なっている。 

このような状況を受け、DoT は組織の機能強化のための政策を導入し、職員の能力向上のため

の技術協力について、我が国政府に要請した。これを受け、JICA は、DoT と連携した技術協力プ

ロジェクトを実施することで合意した。 

 

1.2. プロジェクトの目的 

本プロジェクトは、PNG 運輸省（DoT）との合意内容に基づき、DoT 職員の港湾政策及び行政

能力を総合的に強化することを目的とする。本プロジェクトの具体的な目標は次の通りである。 
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① 上位目標 

プロジェクトチームメンバーの能力強化を通じ、PNG における港湾行政が円滑に遂行さ

れる。 

② プロジェクト目標 

DoT が政策策定、計画実施、法や規則整備を担う港湾行政主体として業務遂行するため

の能力が強化される。 

③ 期待される成果 

成果 1：運輸省及び港湾セクター内他組織の役割と責任が明確にされる。 

成果 2：港湾行政を行う基本知識と能力が向上される。 

成果 3：港湾施設の基本情報が収集され、分析される。 

 

1.3. プロジェクトの期間 

本プロジェクトの期間は当初 2014～2016 年の 3 年間の計画で開始している。2017 年の 1 年間

が延長されるが、この期間は当初の 3 年目の延長期間として考えられ、これは 2016 年 9 月 7 日の

合同調整委員会（Joint Coordinating Committee 、以下「JCC」）が特別 JCC として開催され決定さ

れたものである。この延長の目的は港湾行政の知識や技術をさらに深めることや 2013 年 5 月の政

府政策ガイドラインの国家交通戦略（National Transport Strategy、以下「NTS」）に基づく PNG の

港湾分野の機構改革の準備や進捗を注視するためである。 
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2. 合同調整委員会（JCC） 

JCC は本プロジェクトの中で関係機関との連携を促進させるために設立されたものであり、基

本的には年 2回開催され、必要な時に追加で開催されるものである。JCC の役割はプロジェクト

の年次初めに年間計画を承認すること、全体の進捗状況を確認すること、プロジェクトの監視や

評価をすること、プロジェクトを進める上で抽出される重要な課題について意見交換を行うこと

である。JCC はプロジェクト監督者である DoT の運輸次官を議長として進められ、JCC のメンバ

ーとして選ばれた出席者が参加する。 

JCC のメンバーは次のとおりである。 

PNG側 

-  First Assistant Secretary, Maritime Transport Division (also acts as Project Manager) 

-  First Assistant Secretary, Policy & Research Division Assistant Secretary, Maritime Transport 

Division  

-  First Assistant Secretary, Rural Transport Infrastructure Development Division  

-  First Assistant Secretary, Maritime Security Division 

-  Representative from PNG Ports Corporation Ltd.  

-  Representative from National Maritime Safety Authority 

-  Representative from Foreign Aid Division, Department of National Planning and Monitoring 

日本側 

- JICA プロジェクト専門家 

- JICA PNG 事務所  

- 在 PNG日本大使館（オブザーバーとして招待時） 

JCCは4年間のプロジェクト期間中に9回開催された。そのJCCの日程や議題は次の表に示す。 

表 1 JCC の開催実績 

プロジェ

クト年 

回数 

（通算） 
開催日 議長 議題 

1 年目 

2014 年 

1(1) 4 月 9 日 
Mr. Kevin Luana 
Deputy Secretary, DoT 

・Work plan for the 1st  year 
・Recruitment of new staff 

2(2) 11 月 19 日 
Mr. Roy Mumu 
Secretary, DoT 

・Draft progress report 1st  year 
・Counterpart fund for 2nd  year 

2 年目 

2015 年 

1(3) 4 月 22 日 
Mr. Roy Mumu 
Secretary, DoT 

・Work plan for the 2nd  year 
・Port Survey Program 

2(4) 11 月 25 日 
Mr. Roy Mumu 
Secretary, DoT 

・Draft progress report 2nd  year 
・Counterpart fund for 3rd  year 
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3 年目 

2016 年 

1(5) 4 月 20 日 
Mr. Roy Mumu 
Secretary, DoT 

・Work plan for the 3rd  year 
・Demarcation among the port related 

organizations 

2(6) 9 月 7 日 
Mr. Kevin Luana 
Deputy Secretary, DoT 

・Revision of PDM 
・Extension of the Project 

3(7) 11 月 24 日 
Mr. Roy Mumu 
Secretary, DoT 

・Draft interim report 3rd  year 
・National Port Administration 

3 年目 

延長 

2017 年 

1(8) 3 月 29 日 
Mr. Roy Mumu 
Secretary, DoT 

・Work plan for extension period 
・Maritime Sector Reform 

2(9) 11 月 29 日 
Mr. Roy Mumu 
Secretary, DoT 

・Draft completion report 
・Overall review of the Project 

  

多くの有意義で建設的な議論が JCC メンバーにより行われた。プロジェクトが進む中で国家港

湾行政の課題として、同時期に懸案事項となった港湾セクターの機構改革が JCC での議論の中心

となった。JCC 議事録はこの報告書の説明資料 6 に添付する。 
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3. プロジェクトチーム 

本プロジェクトのプロジェクトチームについては、港湾行政を遂行するために必要な各種政策

手段に関する基礎的事項を技術移転するという目標を鑑みつつ、カウンターパート側が主体とな

って組織された。 

メンバーは DoT のメンバーで構成された（Maritime Transport Division より 4 名、Policy and 

Research Division より 1 名、Rural Transport Infrastructure Development Division より 1 名）。 

プロジェクトチームメンバーは、基本的に本プロジェクト期間中、途中交代なしにその役割を

果たすことが求められている。しかしながら、やむを得ず、PNGPCL の当初メンバーが交代して

いる。プロジェクトチームメンバーはワークショップや港湾施設調査等に参加している。 

以下のプロジェクトチームが、プロジェクト完了時のメンバーである。 

表 2 プロジェクトチームメンバー一覧 

 氏名 所属 

1 Mr. Manau Suu Maritime Transport Division, DoT 

2 Ms. Priscilla Ure Maritime Transport Division, DoT 

3 Mr. Sylvester Rokuman Maritime Transport Division, DoT 

4 Mr. Joseph Lelepo Maritime Transport Division, DoT 

5 Mr. Sent Raiya Policy and Research Division, DoT 

6 Ms. Marion Kila Rural Transport Infrastructure Development 
Division, DoT 

7 Ms. Hane Kila Maritime Compliance Division  
(Harbours Management Services), PNGPCL 

8 Mr. Vagi Eoima Infrastructure Division, PNGPCL 
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4. プロジェクトの主な活動 

4.1. 成果 1（運輸省及び港湾セクター内他組織の役割と責任が明確にされる）に関する活動

内容及び活動成果 

(1) 活動内容 

国家港湾行政における DoT の役割や責任に関して、プロジェクトチームメンバーの基礎知識や

理解を深めてもらうためにプロジェクト期間を通してワークショップは開催された。成果 1 に関

するワークショップのテーマを次の表に示す。 

表 3 成果 1 に関するワークショップの実績 

No. 開催回 開催日 テーマ 

1 WS-1 2014 年 3 月 6 日 Overview 
港湾行政の概要 

2 WS-2 2014 年 4 月 16 日 Port Development 
港湾開発 

3 WS-8 2014 年 8 月 13 日 Port/Waterfront Area 
港湾・親水区域 

4 WS-9 2014 年 10 月 1 日 Necessity of port data 
港湾関連情報の必要性 

5 WS-11 2014 年 11 月 14 日 Cargo Demand Forecast (I) 
貨物需要予測(1) 

6 WS-12 2014 年 11 月 17 日 Cargo Demand Forecast (2) & (3) 
貨物需要予測(2)(3) 

7 WS-18 2015 年 8 月 7 日 Method of Port Planning 
港湾計画 

8 WS-19 2015 年 9 月 30 日 IMO 
IMO と国際条約 

9 WS-19 2015 年 9 月 30 日 Environment of Port 
港湾における環境保全 

10 WS-20 2015 年 10 月 14 日 Third Country Training 
第三国研修で得られた知見 

11 WS-20 2015 年 10 月 16 日 Group Training in Japan 
JICA 集団研修で得られた知見 

12 WS-23 2015 年 11 月 6 日 World trend of Port Administration 
世界の港湾管理の傾向 

13 WS-24 2015 年 11 月 18 日 
Port Plan & Technical Practice 
Demarcation of Port Administration 
港湾計画演習、港湾行政における国の役割 

14 WS-25 2015 年 11 月 20 日 Maritime Conventions 
海事関係国際条約 

15 WS-27 2016 年 7 月 6 日 National Port Policy 
国家港湾政策 

16 WS-29 2016 年 9 月 21 日 Port-related laws in PNG 
PNG 港湾関連法規解説 

17 WS-30 2016 年 11 月 9 日 Laws for Governing Ports 
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港湾行政のための法律 

18 WS-33 2017 年 4 月 5 日 Case Study Indonesia 
インドネシアの港湾行政 

19 WS-35 2017 年 4 月 10 日 Type of Port Management 
港湾管理の種類 

20 WS-37 2017 年 6 月 29 日 Master Plan & Industrial Development 
港湾計画と産業開発 

21 WS-39 2017 年 7 月 7 日 National Port Administration in PNG 
PNG 国家港湾行政 

22 WS-42 2017 年 9 月 29 日 Crisis Management in Port Administration 
港湾行政における危機管理 

23 WS-44 2017 年 10 月 13 日 Policy Evaluation 
港湾政策評価 

24 WS-45 2017 年 11 月 15 日 
Development Policy and Nation-wide Transport 
Network in Japan 
日本の開発政策と国内輸送ネットワーク 

25 WS-47 2017 年 11 月 22 日 
Summarization of the National Port 
Administration 
まとめ 

 

(2) 活動成果 

プロジェクトチームメンバーの港湾セクター内各組織の役割と責務に関する知識の習得は順

調にできた。これは各ワークショップにおけるプロジェクトチームメンバーからのより具体的な

質問内容やワークショップでの講義に対する真摯な取組み態度に現れている。 

 

4.2. 成果 2（港湾行政を行う基本知識と能力が向上される）に関する活動内容及び活動成果 

(1) 活動内容 

基礎的な港湾政策手法についての港湾開発を進めるうえで必要な港湾制度、港湾台帳、港湾統

計、港湾指導基準の講義がワークショップを通じて行われた。各々のテーマのワークショップが

プロジェクト期間中に開催され、PNGPCL が管理する 15 港について独自の港格分類を試験的に

行った。また、港湾政策手法の基礎資料としての港湾台帳整備が実務訓練として実施された。 

表 4 成果 2(港湾制度)に関するワークショップの実績 

No. 開催回 開催日 テーマ 

1 WS-3 2014 年 4 月 23 日 Port Classification and its purpose 
港格制度とその目的 

2 WS-6 2014 年 7 月 16 日 Port Classification in Japan 
日本の港格制度 

3 WS-15 2015 年 5 月 20 日 Port Classification in other countries 
諸外国の港格制度 



パプアニューギニア国運輸省港湾行政及び行政能力強化プロジェクト 

業務完了報告書 

8 

4 WS-21 2015 年 10 月 16 日 Port Classification trial application to PNG 
PNG での試験的な港格分類 

5 WS-26 2016 年 5 月 11 日 Port Classification exercise 
港格制度の演習 

 

表 5 成果 2(港湾統計)に関するワークショップの実績 

No. 開催回 開催日 テーマ 

1 WS-5 2014 年 5 月 7 日 Overview 
港湾統計概要 

2 WS-7 2014 年 7 月 30 日 Survey Methodologies 
統計調査方法 

3 WS-10 2014 年 11 月 12 日 Application of Statistics 
港湾統計の利用 

4 WS-20 2015 年 10 月 14 日 Statistics & Transport Info. Act 
PNG の統計法と運輸情報法 

5 WS-38 2017 年 7 月 5 日 Review of Port Statistics 
復習 

6 WS-40 2017 年 7 月 12 日 Statistics Survey Work Flow 
統計調査の流れ 

7 WS-41 2017 年 9 月 27 日 Instruction for Port Survey 
港湾調査の手引き 

8 WS-43 2017 年 10 月 11 日 Summary of Port Statistics 
まとめ 

 

表 6 成果 2(港湾台帳)に関するワークショップの実績 

No. 開催回 開催日 テーマ 

1 WS-4 2014 年 4 月 30 日 Practical Approach 
実務的な取組み 

2 WS-9 2014 年 10 月 1 日 Outline of Port Inventory 
港湾台帳の概要 

 

表 7 成果 2(港湾調査方法)に関するワークショップの実績 

No. 開催回 開催日 テーマ 

1 WS-9 2014 年 10 月 1 日 Bathymetric Survey 
水深調査 

2 WS-14 2014 年 10 月 1 日 Survey Planning Methodologies 
調査計画手法 

 

表 8 成果 2(港湾指導基準)に関するワークショップの実績 

No. 開催回 開催日 テーマ 
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1 WS-13 2015 年 4 月 15 日 Port Administration in Japan 
日本の港湾行政 

2 WS-16 2015 年 5 月 27 日 Development Guidelines 
開発の手引き 

3 WS-17 2015 年 8 月 5 日 Port Planning Standard 
港湾計画基準 

4 WS-22 2015 年 11 月 4 日 Maintenance of Port facilities( I)  
港湾施設の維持管理(1) 

5 WS-25 2015 年 11 月 20 日 Maintenance of Port facilities(2) 
港湾施設の維持管理(2) 

6 WS-28 2016 年 7 月 13 日 Regulation for environment etc 
環境関連の法律 

7 WS-31 2016 年 11 月 16 日 Maintenance of Port facilities(3) 
港湾施設の維持管理(3) 

8 WS-34 2017 年 4 月 7 日 Demand Forecast of Cargo 
貨物需要予測 

9 WS-36 2017 年 4 月 12 日 Exercise of Port Planning 
港湾計画演習 

10 WS-46 2017 年 11 月 17 日 Construction Management Guideline 
港湾工事施工管理基準 

11 WS-48 2017 年 11 月 24 日 Review of Criteria of Port Development 
復習 

 

(2) 活動成果 

港格制度の試行はプロジェクトチームメンバーによって満足のいく方法で実施された。試行で

用いた手法は基本的に今までのワークショップで習得した知識によるものである。港格制度を行

うための知識や技術はプロジェクトチームメンバーへうまく技術移転できている。 

港湾統計は、ワークショップの機会に広範囲に渡る説明や議論がされ、 実際に日本で関係団

体から情報収集する手法も紹介された。また、港湾開発のための制度をテーマにしたワークショ

ップが 9 回開催され、そのうちの一つでは港湾開発制度の中で非常に重要な要素となっている港

湾環境規制をテーマに開催された。 プロジェクトチームのメンバーはワークショップの内容を十

分に理解し習得した。 

 

4.3. 成果 3（港湾施設の基本情報が収集され、分析される）に関する活動内容及び活動成果 

(1) 活動内容 

本プロジェクトの目的の一つに実際の演習として港湾台帳整備がある。港湾台帳整備に必要な

情報を収集するために、港湾施設に関する現地調査がプロジェクト期間中に実施された。国内の

100 を超える港湾施設の調査を実施し、目標を達成した。延長期間中の主な作業はプロジェクト
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期間中に収集整理した港湾台帳の仕上げである。2017 年延長期間中に追加のデータや情報を集め

るためにマダンやラバウルの追加調査を実施した。 

(2) 活動成果 

JICA 専門家が PNG 滞在中に港湾調査に参加した際にはプロジェクトチームメンバーはリーダ

ー的な役割で港湾調査を実施した。2017 年 5 月のマダン 2 回目の調査では、JICA 専門家の一切

の助けなく、プロジェクトチームメンバーのみで調査を成功させた。JICA 専門家との共同作業を

通じた経験により、プロジェクトチームメンバーの技術は向上している。プロジェクト期間中に

全 6 回の現地調査がプロジェクトチームメンバーのみで実施されている。プロジェクトチームメ

ンバーのみで現地調査を行った港湾施設の一覧を次の表に示す。 

表 9 プロジェクトチームメンバーのみで現地調査した港湾施設 

Province  港及び港湾施設 調査年月 
Manus Lorengau 2015 年  6 月 

West Sepik Vanimo 2015 年  6 月 
Bougainville Buka 2015 年  9 月 

Western Daru, Kiunga 2015 年 10 月 
Central Kupiano and others 2016 年 10 月 
Madang Madang 2017 年  5 月 

 

4.4. セミナー 

プロジェクト期間中に 3 回のセミナーを開催した。セミナー開催の目的は本プロジェクトの能

力開発の活動について知ってもらったり、PNG の港湾行政の危機意識を高めたりするために広い

範囲の関係者をセミナーに招待することである。DoT、PNGPCL、NMSA、Department of National 

Planning and Monitoring の関係職員たちがセミナー参加者である。 

1回目のセミナーは両国の専門家による日本やPNGの歴史的背景や最近の動向に主に注目した

ものである。2 回目のセミナーは港湾開発をテーマにして開催された。両国のベテラン講演者に

より両国の港湾開発政策が要約された。3 回目のセミナーはそれまでとは違った構成で開催され

た。第 1 部ではプロジェクトチームメンバーによりプロジェクトの成果が発表された。第 2 部は

パネルディスカッション形式で行われた。パネリストたちは PNG の港湾政策について意見交換

した。日本大使館より大使もこの会に出席し、挨拶を頂いた。同セミナーは、活発な議論が交わ

され、成功裡に終えた。 

表 10 第 1 回セミナーの開催概要 

開催年月日 2014 年 8 月 20 日 
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開催地  Holiday lnn Port Moresby 

No. 題目 講演者 

1 Project Outline Mr. Michiharu Nose, JICA Expert 

2 Port Administration in Japan Mr. Eiji Tomida, JICA Expert 

3 Function of Harbor Management 
Services 

Mr. Martine Ginyaru, Harbor Management 
Services, PNGPCL 

4 Port Administration in PNG Mr. Charles Siniu, FAS Maritime Transport 
Division, DoT 

 

表 11 第 2 回セミナーの開催概要 

開催年月日 2015 年 5 月 22 日 

開催地  Gateway Hotel, Port Moresby 

No. 題目 講演者 

1 Port Development Policy Mr. Philemon Maepa, Polocy & Research 
Division, DoT 

2 Port Development and Technical 
Standard Mr. Tadahiko Kawada, JICA Expert 

3 National Development Policy and 
Ports Mr. Akira Koyama, JICA Expert 

4 Port Administration in PNG Mr. Charles Siniu, FAS Maritime Transport 
Division, DoT 

 

表 12 第 3 回セミナーの開催概要 

開催年月日 2016 年 6 月 27 日 

開催地  Holiday lnn Port Moresby 

Part I (Outcome of the Dot Capacity Building Project) 

No. 題目 講演者 

1 Port Inventory Mr. Manau Suu, Maritime Transport Division, 
DoT 

2 Port Classification Mr. Sylvester Rokuman, Maritime Transport 
Division, DoT 

3 Lesson Learnt from Overseas 
Training 

Mr. Joseph Lelepo, Maritime Transport 
Division, DoT 

Part II (Panel Discusion on Port Policy in PNG) 

No. 題目 講演者 

 

Initial Presentation Mr. Sent Raiya, Policy & Research Division, 
DoT 

Panelist 
Mr. Charles Siniu, FAS Maritime Transport 
Divison, DoT 
Mr. Sent Raiya, Policy & Research Division, 
DoT 
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Ms. Hane Kila, Harbor Management 
Service,PNGPCL 
Mr. Akira Koyama, JICA Expert 

Moderator Mr. Michiharu Nose, JICA Expert 

 

4.5. カウンターパートの海外研修 

カウンターパートの海外研修が期間中に 3 回開催された。そのうち 2 回が日本で、1 回がフィ

リピンで開催された。参加する研修生はプロジェクトチームメンバーから選ばれる。1 年目（2014

年）と 3 年目（2016 年）は日本で研修が開催された。研修生は港湾管理や他の課題に関する様々

な講義を受講した。東京港や横浜港の視察が研修に含まれている。研修生は日本の地方出張で九

州（大分、博多、長崎）にも行き、日本の中小規模の港湾施設の実際の管理手法について学んだ。

2 年目（2015 年）は第三国研修がフィリピンで開催された。フィリピンは PNG と島嶼国である

という地理的な条件と PNG から近接性があるために研修先に選ばれた。研修生は JICA 専門家と

ともに中央政府組織の運輸通信省（DOTC: Department of Transportation and Communications）やフ

ィリピン港湾公社（PPA: Philippine Ports Authority）を訪問した。研修生はスービック港都市圏開

発公社(SBMA: Subic Bay Metropolitan Authority)）でコンセッション契約の下、民間のターミナル

オペレーターと連携した港湾の管理・運営を現場で直接学び、習得することができた。参加研修

生は次のとおりである。 

表 13 第 1 回本邦研修の概要 

開催年月日 2014 年 10 月 4 日～19 日 

開催地  日本 

 名前 所属 

1 Mr. Charles Siniu Maritime Transport Division, DoT 

2 Ms. Priscilla Ure Maritime Transport Division, DoT 

3 Mr. Joseph Lelepo Maritime Transport Division, DoT 

4 Mr. Mrtin Ginyaru Maritime Compliance Division (Harbor 
Management Service), PNGPCL 

 

表 14 第三国研修の概要 

開催年月日 2015 年 6 月 28 日～ 7 月 6 日 

開催地  フィリピン 

 名前 所属 

1 Mr. Manau Suu Maritime Transport Division, DoT 



パプアニューギニア国運輸省港湾行政及び行政能力強化プロジェクト 

業務完了報告書 

13 

2 Mr. Sent Raiya Policy & Research Division, DoT 

3 Mr. Joseph Lelepo Maritime Transport Division, DoT 

4 Ms. Priscilla Ure Maritime Transport Division, DoT 

 

表 15 第 2 回本邦研修の概要 

開催年月日 2016 年 12 月 3 日～18 日 

開催地  日本 

 名前 所属 

1 Mr. Sylvester Rokuman Maritime Transport Division, DoT 

2 Mr. Sent Raiya Policy & Research Division, DoT 

3 Ms. Marion Kila Rural Transport Infrastructure Development 
Division, DoT 

4 Mr. Vagi Eoima Infrastructure Division, PNGPCL 

3 回の詳細な研修内容や工程は巻末の添付資料 5 に示す。 

本事業の海外研修に加え、プロジェクトチームメンバーの数人は JICA 集団研修「港湾管理と

運営」に参加する機会があった。 

次に JICA 集団研修とその参加者を示す。 

表 16 JICA 集団研修参加者リスト 

プロジェ

クト年. 

研修名 開催期間 参加者 

2 年目 
2015 年 

港湾開発計画 6 月 3 日～ 
  8 月 11 日 Mr. Sylvester Rokuman 

港湾戦略運営 10 月 12 日～ 
  11 月 21 日 Mr. Sent Raiya 

3 年目 
2016 年 

港湾開発計画 6 月 5 日～ 
  8 月 13 日 Ms. Priscilla Ure 

港湾戦略運営 
（2017 年） 
1 月 15 日～ 
  3 月 3 日 

Mr. Joseph Lelepo 
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5. プロジェクト実施運営上の課題・工夫・教訓 

5.1. プロジェクトチームの構成 

プロジェクトチームは、本プロジェクトの実施に当たり、中心的な役割を担っている。プロジ

ェクトチームは、港湾行政における政策手段に関する基礎的な知識を習得するため、PNG 側が主

体となって高いモチベーションを備えた職員で構成され、各メンバーは本プロジェクト期間を通

じて途中交代なしにその役割を果たすことが求められている。 

プロジェクトチームは、本プロジェクトに関係する複数の組織・部局からの職員で構成されて

おり、中でも、MTD からの職員が 8 名中 4 名と半数を占めている。その他は、DoT の他の部局

から 2 名、PNGPCL から 2 名の職員が参加している。このように港湾行政に係る全ての組織・部

局が、本プロジェクトに関与していくことが求められている。このため、本プロジェクは当初

NMSA に対して、適切な人材のプロジェクトチームメンバーへの参加を求めている。NMSA 反応

がそれほどでなかったため、当初は NMSA なしでプロジェクトチームが進められた。ただし JCC

のメンバーとして最初から NMSA のメンバーは参加している。 

PNGPCL の 2 人のメンバーは、基本的には人材育成期間中には交代はしないという基本理念が

あるが、両方とも交代している。1 人の交代の理由は本プロジェクトでは関与できない部署への

異動による断念であり、もう 1 人は本プロジェクトで PNGPCL のインフラ管理に関係するメンバ

ーに参加してもらう必要性によるものである。いずれにしてもこの調整はうまく進み、異なる組

織同士の協力を得て、特段の問題が発生することなく機能した。 

ただ一つ、MTD 以外のメンバーの本プロジェクトへの活動参加率については、改善される必

要がある。プロジェクトチームは、ワークショップをはじめ、セミナーや港湾施設の調査の機会

に参加することが求められているが、これまでの実績をみると、MTD のメンバーが主体となっ

ており、他の部局・組織からの参加率は比較的低くなっている。プロジェクトチームの初期の目

的を果たすため、MTD 以外の DoT や PNGPCL のメンバーにおいては、積極的に本プロジェクト

への活動に参加することが期待されるところである。プロジェクト期間を通したワークショップ

の参加率は平均 65％である。プロジェクトチームメンバーの通常業務や突然の会議出席などを考

慮すれば、65％いう結果は比較的に良い結果であると言える。 

 

5.2. Counterpart Fund の調整 

期待される成果、特に成果（３）を達成するためには、PNG における港湾施設に係る基礎情報

を収集し、港湾台帳として取り纏める必要がある。港湾台帳の整備に必要なデータを収集するた
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めには、カウンターバート側の職員が、本プロジェクトの期間中に様々な地方港湾に赴き、港湾

施設の調査を実施することが必要であるが、これらの旅費を手当てするための予算措置が必須と

なる。これらの旅費は PNG 側の Counterpart Fund から確保されることになった。 

Counterpart Fund を確保するためには Department of National Planning and Monitoring (DNPM)との

事前の予算折衝が肝要である。第 1 年次開始時のおいて必要な予算が確保されていなかったとい

う経験を踏まえ、第 2 年次のプロジェクト遂行に際しては、DNPM との予算要求・折衝が適切に

なされ、PNG 政府の予算を確保することができた。これにより、第 2 年次においては、当初計画

通り、地方港湾における港湾施設の調査を実施することができた。しかしながら、全般的な政府

予算の縮減傾向もあり、第 3 年次においては再び Counterpart Fund の予算割り当てが実現しなか

った。 

調査に必要な資金を捻出するため、DoT の限られた通常経費予算の中からのやり繰りにより出

張費用の捻出をし、また JICA 側事業予算の中でプロジェクトチームメンバー出張費用の一部負

担した。 

結果的に本プロジェクトでは国内 100 を超える港湾施設の調査を完了することができ、これは

有意義な成果となっている。 

5.3. PNG 港湾セクター組織改革 

本件は PNG 港湾セクターにおける長年の懸案事項である。本技術支援プロジェクトは開始以

来、国家港湾行政に必要となる基礎的行政手段についての技術移転を続けてきた。最終年次であ

る第 3 年次（2016 年）においては、本プロジェクトの行方を廻る議論が不可避の議論として浮か

び上がってきた。 

同じタイミングで、2013 年に承認済である国家交通戦略（NTS）について、その具体的実施に

向けての動きが顕著となってきた。中でも、NTS の中で新設が示唆されている National Maritime 

Authority (NMA) の設立に向けての動きが、特別委員会を中心に動き始めた。NTS によれば、NMA

設立により DoT の Maritime Transport Division (MTD) は NMA に吸収されて消滅することになっ

ており、注目される問題となっていた。 

このような状況において、次のプロジェクトのカウンターパートがはっきり判明するまでは、

第 2 期に移行するのはむしろ時期尚早と考えられていた。 

かかる状況に鑑み、当面一年間 (2017 年）現行のまま延長し、人材育成を行いさらなる技術支

援により国家港湾行政を実施するための能力開発に関する DoT の動きを側面的にサポートして

ゆくこととなった。 
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第 3 年延長期間（2017 年）において、DoT の MTD は、あるべき港湾管理運営体制の再編成に

むけて、港湾セクター関係各機関の持つべき機能の整理を行うことになっている。この業務が

（DoT の役割と責任により）港湾セクターの機構改革のために関係機関への MTD からの提案と

してまとめられるべきである。これはそう遠くないうちに実現されることになると信じている。 
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6. プロジェクトの達成状況 

本プロジェクトの達成状況は 2016年 9月 7日の特別 JCCにおいて承認されたPDMにより評価

される。 

(1) 全体の達成 

概要 

PNG における港湾行政は、政府職員の能力を強化することにより円滑に実行される。 

客観的に確認できる指標 

港湾セクターにおける DoT およびその他の組織の役割と責任を明確化する。 

達成状況 

政府ガイドラインである NTS や特に港湾セクターの機構改革について実施状況に関して政

府関係機関で議論がされること。プロジェクトの全成果により、政府職員がプロジェクトを

通じて蓄積した知識を持ってリーダー的な役割を担い、国家港湾行政の円滑な履行に貢献す

ることが期待される。 

(2) プロジェクトの目的 

概要 

DoT が国家港湾行政機関としての港湾政策、港湾計画、法令・規制を再開するための能力が

強化される。 

客観的に確認できる指標 

 プロジェクトメンバーによる最終達成テストで平均 70 点達成  

DoT による提案が（DoT の役割と責任により）港湾セクターの機構改革のため委員会を運営

する NMA になされる 

実績 

8 人のプロジェクトチームメンバーによる達成テストの平均得点は 78 点であった。これは、

プロジェクトのチームメンバーが港湾政策の技術を理解し、いつ行政の変化が起きても実際

に対応できる必要な基礎レベルに高められたことを示している。今後 DoT において作成され

る提案書はワークショップでの議論や関係資料により基づく内容が活かされ、準備ができて
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いる。 

(3) 成果（1）の成果 

概要 

港湾部門における DoT やその他の組織の役割と責任が明確にされる。  

客観的に確認できる指標 

関係組織の港湾管理における構造と機能の作成 

達成状況 

これは現在進行している港湾セクターの機構改革に密接に関係するものである（参照「5.プ

ロジェクト実施運営上の課題・工夫・教訓」「5.3.PNG 港湾セクター組織改革」）。議論は

PNG における港湾関係機関である DoT、NMSA、PNGPCL の間で引き続き行われている。そ

こでは効率性をあげることや各組織の機能的な体制を明確にするために現状の機能を整理す

ることに注目している。この成果(1)で扱う港湾行政構造の改革は PNG 政府により実施され

ている港湾全体の改革の一部となっている。本プロジェクトでは港湾行政の改革に関するガ

イドラインや提案がプロジェクト期間中のワークショップやたくさんの資料によりプロジェ

クトチームメンバーの提案のために提供されている。 

(4) 成果（2）の成果 

概要 

 港湾管理を実行するための基本的な技術と知識が強化される。 

客観的に確認できる指標 

プロジェクトメンバーによる達成テストの平均スコアが 70 点以上 

試験的に 15 港湾の港格制度の分類 

港湾行政制度、港湾台帳、港湾統計、港湾開発の指導基準に関する教科書作成 

達成状況 

8 人のプロジェクトチームメンバーの達成テストの平均得点は 78 点である。現在、PNG の

Declared Ports のうち、PNGPCL が管理する 15 港の試験的な港格分類がプロジェクトチーム

メンバーにより行われ、その結果を 2016 年 7 月 27 日のセミナーでたくさんの聴衆者の前で

発表した。また、ワークショップで使用した資料が教科書として編集・作成されている。プ
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ロジェクトチームメンバーの多くは実際の港湾行政や港湾管理に携わることができない状況

にもかかわらず、ある程度のレベルの基礎的な港湾政策技術がメンバーにうまく伝承できた。 

(5) 成果（3）の成果 

概要 

 港湾施設に関する基本的な情報を収集・分析する。 

客観的に確認できる指標 

 少なくとも 100 の港や港湾施設を調査し、リストにまとめる。 

達成状況 

プロジェクト期間を通じて、プロジェクトチームのメンバーにより広範囲な調査が行われた。

その結果、115 の港湾施設を調査し、収集したデータは港湾台帳として整備した。調査対象

の港湾施設のリストは、報告書の付録 8 に示されている。 メンバーは、プロジェクトの完了

後にこれを実際に利用することによって、さらに内容を磨きあげ、情報を更新して国家港湾

管理を強化することを期待する。 
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7. 上位目標の達成に向けての提案 

プロジェクトの上位目標 

PNGの国家港湾行政が政府職員の能力強化により、円滑に遂行される 

プロジェクトの上位目標に向けての提案は次のとおりである。 

(1) 望ましい国家港湾行政の枠組み設立 

プロジェクト期間を通じて、望ましい国家港湾行政の状況をワークショップやセミナーの

機会、またはプロジェクトチームメンバーとの日常的な会話を通じて、説明や議論をしてき

た。世界各国で採用されている多くの国家港湾行政の代替形態がプロジェクトの中で紹介さ

れ、PNG における国家港湾行政のために望ましい構造枠組を構築する際に留意すべき視点も

紹介された。港湾は PNG の開発にとって重要な役割を果たしている。国の地理的な状況の

ために海岸線沿いの人や物資の輸送は海上輸送に大きく依存している。物流のつなぎ役とし

て港湾は国家にとって不可欠な存在である。政府は、国内の港湾管理に全責任を負うべきで

ある。本プロジェクトのカウンターパート組織は、プロジェクト中に蓄積された知識を十分

に活用し、効果的な港湾管理の枠組みを作り出すことが望まれる。 

(2) プロジェクト成果の有効活用 

基本的な港湾政策の技術と方法がプロジェクト期間を通して広範囲に渡り説明された。 ワ

ークショップを通じて得られたすべての知識は、プロジェクトチームメンバーが自由に活用

できる。 彼らが得た知識は、PNG での国家港湾管理の実際の過程でいつでもどこでもフル

に活用されることが期待される。 

(3) 港湾政策技術の定期的な維持更新 

プロジェクト期間中に提供される情報は、その時の最新の情報と技術である。しかし、毎

年状況は変化し、技術は進歩している。したがって、技術の進歩を含めた状況の変化を常に

監視し、必要に応じてその時の情報を更新する必要がある。港湾台帳の情報は、実際の港湾

管理で有意義な情報として定期的に見直し、更新する必要がある。 

(4) 港湾セクターにおける優秀な政府職員の維持 

本プロジェクトは、専門的な知識が選ばれたプロジェクトチームメンバーに技術移転され

るという出発点から計画されている。効果的な知識の蓄積のためには、チームメンバーが最

初から最後までプロジェクトにとどまることが必要である。チームメンバーは、このプロジ
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ェクトで習得した港湾管理に関するノウハウを、政府内の港湾関係者の立場で活用できると

考えられる。したがって、プロジェクトチームメンバーが港湾セクターに留まり、有能な政

府職員として育成するように政府が努力することを望まれる。
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添付資料 

1. PDM  

2. プロジェクトフローチャート 

3. WBS 

4. 専門家派遣実績  

5. 海外研修実績 

6. 合同調整委員会議事録 

7. ニュースレター  

8. 港湾・港湾施設調査リスト 

9. 達成テスト 
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添付資料 1: PDM 
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添付資料 2: プロジェクトフローチャート 

 

11月 12月 1月 2月 3月5月 6月 7月 8月 9月 10月１１月 １２月 １月 ２月 ３月 4月５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月
年月

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

１月 ２月 ３月 ４月

第１年次 第２年次

0-9 
プロジェクト
業務完了報告

書
の作成

JCC JCC JCC

2-1 

港湾制度に関する基礎的事項に係る

研修計画および教材の作成

2-2 

港湾制度に関する基礎的事項に係る研修の実施

2-3 
港湾台帳に関する基礎的事項に
係る研修計画および教材の作成

2-4 

港湾台帳に関する基礎的事項に係る研修の実施

2-7 

港湾に係る指導基準に関する基礎的事項に係る研修計画および教材の作成

2-8 
港湾に係る指導基準に関する基礎的事項に係る研修の実施

2-9 

港湾制度に関する基礎的事

項に係る研修のまとめ

2-10 

港湾台帳に関する基礎的事

項に係る研修のまとめ

2-11 

港湾統計に関する基礎的事

項に係る研修のまとめ

3-1 港湾台帳の整備計画の作成

3-2 

港湾及び港湾施設の調査方法に係る
研修計画および教材の作成

3-7 

港湾及び港湾施設の調査方法に係る研修の
まとめ

作業段階

成果１

成果２

成果３

海外研修の
実施

国内準備
作業

会議

4-1 
本邦研修

3-3 

港湾及び港湾施設の
調査方法に係る研修

の実施

0-1
業務計画
書の作成

0-2 
ワーク
プラン

(第１年次
原案)の作
成・協議

0-3 
プロジェク
ト業務進捗
報告書

(第１年次)
の

作成

0-5 
プロジェク
ト業務進捗
報告書

(第２年次)
の

作成

0-4 

ワークプラ

ン

(第２年次
原案)の作
成・協議

0-6 

ワークプラ

ン

(第３年次
原案)の作
成・協議

JCC JCC JCC

4-1 
本邦研修

4-2 

第三国研修

(フィリピン)

セミナー セミナー セミナー

2-12 
港湾に係る指導基準に関す
る基礎的事項に係る研修の

まとめ

1-1 港湾行政の現状が明確化する

1-2 港湾セクターの規制・法をレビューする

1-3 法や規制と現港湾行政体制のギャップ分析を行う

2-5 

港湾統計に関する基礎的事項に係

る研修計画および教材の作成

3-4 港湾及び港湾施設の基礎情報の収集

3-5 港湾台帳の整備・精緻化

0-1
業務計画
書の作成

0-1
業務計画
書の作成

1-4 港湾セクター各機関の役割と責任を確認する

2-6 
港湾統計に関する基礎的事項に係る研修の実施

第3年次延長期間第3年次

1-5 港湾行政における望ましい組織体制に関する素案を準備する

2-13 

指定港の各付けを行う

JCC JCCJCC

0-7 
プロジェク
ト業務進捗
報告書

(中間報告
書)の作成

0-8 

改定ワーク

プラン(第

３年次延長

期間)の作

成・協議
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添付資料 3: WBS  

レベル1

レベル2
プロジェクト
全体把握水準
(Summary)

レベル3
プロジェクト
管理水準
(Management)

レベル4
スタッフ
分担水準
(work package)

レベル5
作業水準
(activity)

：プロジェクトチームメンバー作業

1.1.2.1.4

地方公共団体（州政
府）へのヒアリングの

実施

1.1.2.1.5

民間港湾所有者への
ヒアリングの実施

1.4

港湾行政における各
プレーヤーの役割の

整理

1.1.2.1.2

PNGPLC, MNSAへの
ヒアリングの実施

1.1.2.1.3

船社等港湾利用者へ
のヒアリングの実施

港湾行政実態の把握

1.1.2.1

ヒアリングの実施

1.1.2.1.1

MoT (MTD, PRD)へ
のヒアリングの実施

1.3

港湾行政機能の
整理

1.1

港湾行政実態の
整理

1.2

港湾行政目的の
整理

成果1

プロジェクトチームメンバーが、港湾行
政の目的、及び機能を明確に理解す

る。

「パ」国環境関連法令
の収集

1.1.1

根拠法令等のレ
ビュー

1.1.1.1

根拠法令等の収集

1.1.1.1.1

1.1.1.1.4

港湾関連基礎知識、
情報付与のための

ワークショップの実施

1.1.1.2

根拠法令の分析

1.1.12.1

港湾関連国際条約へ
の参加状況の確認

1.1.1.2.2

「パ」国港湾関連法
令の分析

1.1.1.2.3

パ」国環境関連法令
の分析

1.1.1.2.4

港湾関連基礎知識、
情報付与のための

ワークショップの実施

港湾関連国際条約の
収集

1.1.1.1.2

「パ」国港湾関連法令
の収集

1.1.1.1.3

1.1.1.3.4

1.1.1.3

根拠法令による港湾
行政の明確化

1.1.1.3.1

権利・義務の明確化

1.1.1.3.2

組織体制の明確化

1.1.1.3.3

予算・財源の明確化

各プレーヤーの役割
の整理

1.1.3.1.5

港湾関連基礎知識、
情報付与のための

ワークショップの実施

WBS: 「パ」国運輸省　港湾政策及び港湾行政能力強化

組織・権限の整理

1.1.3.1.2

行政目的の整理

1.1.3.1.3

行政機能の整理

1.1.3

諸外国の港湾行政と
の相違点の比較

1.1.3.1

相違点の分析

1.1.3.1.1

港湾関連基礎知識、
情報付与のための

ワークショップの実施

1.1.2

1.1.2.2

港湾行政実態の整理

1.1.2.2.1

法令と行政実態の乖
離状況の分析・整理

1.1.3.1.4
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レベル1

レベル2
プロジェクト
全体把握水準
(Summary)

(次ページに続く)

レベル3
プロジェクト
管理水準
(Management)

レベル4
スタッフ
分担水準
(work package)

レベル5
作業水準
(activity)

：プロジェクトチームメンバー作業

2.2.3.1.4

研修のまとめ

2.2.3.1.2

研修の評価

2.2.3.1.3

今後の改善点の整理

指定港の試験的格付

WBS: 「パ」国運輸省　港湾政策及び港湾行政能力強化

港湾台帳に関する研
修教材の作成

2.2.2.2

研修教材の作成

港湾台帳に関する研
修計画の策定

プロジェクトチームメ
ンバーの港湾制度に
関する経験・知見の

評価

港湾制度に関する研
修計画の策定

研修テーマに係る関
連情報の収集・整理

研修教材の作成
港湾制度に関する研

修の実施

2.2.2.1

研修テーマに係る関
連情報の収集・整理

成果2

プロジェクトチームメンバーが必要な政策手
段の内容を明確に理解する

港湾台帳に関する研
修の実施及びまとめ

2.2.3.1

港湾台帳に関する研
修の実施

2.2.3.1.1

研修の実施研修の実施

2.2.1.2

港湾台帳に関する研
修計画の策定

2.1.3.1

目標レベルに応じた
研修教材の作成

2.2.1.1
プロジェクトチームメ
ンバーの港湾台帳に
関する経験・知見の

評価

2.2.1.1.1 2.2.2.2.12.1.2.2.1 2.1.3.1.1

プロジェクトチームメ
ンバー評価のための
ワークショップ実施

2.2.1.1.2

2.2.1.2.1

付与すべき基礎知識
等の特定

2.2.1.2.2

今後の改善点の整理

2.1.3.1.3 2.2.1.2.3

研修の評価

2.1.3.1.4

研修プログラムの策
定

最終版研修教材の作
成

2.2.2.2.2

最終版研修教材の作
成

プロジェクトチームメ
ンバーの経験・知見

の評価
目標レベルの設定 事例の整理

2.1.2.2.2 2.2.2.1.2

研修のまとめ

2.1.1.1.2 2.1.1.2.2 2.1.2.1.2 2.1.3.1.2

プロジェクトチームメ
ンバーの経験・知見

の評価

研修プログラムの策
定

プロジェクトチームメ
ンバーへの面接調査
の実施（必要に応じ

て）

目標レベルの設定 事例の整理

プロジェクトチームメ
ンバーの通常業務内

容の観察

研修内容のバランス
の検討（座学、実習、

現場視察用割合）

2.1.1.1.3 2.1.1.2.3

2.1.1.1.4 2.1.1.2.4

2.2.3

プロジェクトチームメ
ンバー評価のための
ワークショップ実施

付与すべき基礎知識
等の特定

事例収集（日本、東
南アジア等）

目標レベルに応じた
研修教材の作成

港湾制度に関する研
修計画の策定

港湾制度に関する研
修教材の作成

2.1.1.1 2.1.1.2 2.1.2.1 2.1.2.2

2.1.1.1.1 2.1.1.2.1 2.1.2.1.1 2.2.2.1.1

日本やアジアの事例
収集

2.1.1 2.1.2 2.1.3 2.2.1 2.2.2

2.1 2.2 2.3

港湾台帳に関する基
本的事項の習得

港湾統計に関する基
本的事項の習得

港湾制度に関する基
本的事項の習得
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レベル1

レベル2
プロジェクト
全体把握水準
(Summary)

レベル3
プロジェクト
管理水準
(Management)

レベル4
スタッフ
分担水準
(work package)

レベル5
作業水準
(activity)

：プロジェクトチームメンバー作業

2.3.3.1.4

研修のまとめ

2.3.2.2.2

最終版研修教材の作
成

2.3.3.1.4

研修のまとめ

2.4.2.2.2

最終版研修教材の作
成

2.3.3.1.2

2.3.3.1.3

今後の改善点の整理

プロジェクトチームメ
ンバーの経験・知見

の評価

2.4.3.1.2

研修の評価

2.4.3.1.3

今後の改善点の整理

2.3.1

港湾統計に関する研
修計画の策定

2.3.1.1
プロジェクトチームメ
ンバーの港湾統計に
関する経験・知見の

評価

2.3.1.1.1

プロジェクトチームメ
ンバー評価のための
ワークショップ実施

2.3.1.1.2
プロジェクトチームメ
ンバーへの面接調査
の実施（必要に応じ

て）

2.3.1.1.3

プロジェクトチームメ
ンバーの経験・知見

の評価

港湾統計に関する基
本的事項の習得

港湾指導基準に関す
る基本的事項の習得

2.3 2.4

成果2

プロジェクトチームメンバーが必要な政策手
段の内容を明確に理解する

2.3.1.2.3

研修プログラムの策
定

2.3.2

港湾統計に関する研
修教材の作成

2.3.2.1

研修テーマに係る関
連情報の収集・整理

2.3.2.1.2

事例の整理

2.3.1.2.1

付与すべき基礎知識
等の特定

2.3.2.1.1

事例収集（日本等）

2.3.1.2

港湾統計に関する研
修計画の策定

2.3.12.2

2.3.2.2

目標レベルの設定

研修教材の作成

2.3.2.2.1

目標レベルに応じた
研修教材の作成

2.4.1

港湾指導基準に関す
る基礎的事項の習得

2.4.1.1
プロジェクトチームメ
ンバーの港湾指導基
準に関する経験・知

見の評価

2.4.1.1.1

2.3.3.1

港湾統計に関する研
修の実施

2.4.1.1.4

研修の評価

プロジェクトチームメ
ンバー評価のための
ワークショップ実施

2.4.1.1.2
プロジェクトチームメ
ンバーへの面接調査
の実施（必要に応じ

て）

2.4.1.1.3

プロジェクトチームメ
ンバーの通常業務内

容の観察

2.3.3.1.1

研修の実施

2.4.1.2.2

目標レベルの設定

2.4.2.1

研修テーマに係る関
連情報の収集・整理

2.4.2.1.1
事例収集（日本：計
画基準、技術基準、
保安基準、環境基準

等）

2.4.2.1.2

事例の整理

2.4.1.2

港湾指導基準に関す
る研修計画の策定

2.4.1.2.1

WBS: 「パ」国運輸省　港湾政策及び港湾行政能力強化

2.4.2.2

研修教材の作成

2.4.2.2.1

目標レベルに応じた
研修教材の作成

2.4.3

指導基準に関する研
修の実施

2.4.3.1

指導基準に関する研
修の実施

2.4.3.1.1

研修の実施
付与すべき基礎知識

等の特定

2.4.2

港湾指導基準に関す
る研修教材の作成

2.3.3

港湾統計に関する研
修の実施およびまと

め
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レベル1

レベル2
プロジェクト

全体把握水準

(Summary)

レベル3
プロジェクト

管理水準

(Management)

レベル4
スタッフ

分担水準

(work package)

レベル5
作業水準

(activity)

：プロジェクトチームメンバー作業

研修のまとめ

WBS: 「パ」国運輸省　港湾政策及び港湾行政能力強化

課題分析及び今後
の改善点の提案

調査票を用いた情
報収集

3.2.1.2.2

結果の整理・分析

3.1.4.1.4 3.2.1.2.4

情報収集に係る総
合評価

3.2.1.2.3

補完現地作業の実
施

3.3.1

港湾台帳整備の試
み

3.2.1.2

情報収集の実施

3.2.1.2.1

試作された港湾台
帳の評価

3.3.1.1.3

3.2.1

事前準備

3.2.1.1

関係者に対する説
明会の実施

3.2.1.1.1

案内文の作成

3.2.1.1.2

説明会の実施

3.2.1.1.3

3.3.1.1

港湾台帳の試作

3.3.1.1.1

港湾台帳の試作

3.3.1.1.2

説明会の結果評価

3.1.4

港湾調査方法に関す
る研修の実施及びま

とめ

3.1.4.1

調査方法に関する研
修の実施

3.1.4.1.1

3.1.4.1.3

今後の改善点の整理

3.1.3

港湾調査方法に関す
る研修教材の作成

3.1.3.1 3.1.3.2

研修テーマに係る関
連情報の収集・整理

研修教材の作成

3.1.3.1.1 3.1.3.2.1

事例収集
目標レベルに応じた

研修教材の作成

3.1.3.1.2

事例の整理

研修の実施

3.1.4.1.2

研修の評価

3.1.3.2.2

最終版研修教材の作
成

3.1.1.2.3

実施計画の策定

3.1.2.1 3.1.2.2

プロジェクトチームメ
ンバーの調査方法に
関する経験・知見の

評価

港湾調査方法に関す
る研修計画の策定

3.1.2.1.1 3.1.2.2.1

プロジェクトチームメ
ンバー評価のための
ワークショップ実施

付与すべき基礎知識
等の特定（調査票、

現地測量等）

3.1.2.1.2 3.1.2.2.2

プロジェクトチームメ
ンバーの経験・知見

の評価
目標レベルの設定

3.1.2.2.3

研修プログラムの策
定

港湾台帳の様式設
定

3.1.1.2.1

対象港湾の選定

3.1.1.2.2

プロジェクトチームメ
ンバーの役割分担

の設定

成果3

港湾台帳が整備され、港湾制度導入
の基礎が整備される

3.1.1.1.1

求められる情報の
整理とプロジェクト
チームメンバーとの

協議

3.1.1.1.2

3.1.1

港湾台帳整備計画
の策定

3.1.1.1

港湾台帳の様式設
定

港湾および港湾施
設の基礎情報の収

集
港湾台帳の整備

3.1 3.2 3.3

3.1.2

港湾調査方法に関す
る研修計画の作成

3.1.1.2

港湾台帳整備計画
の策定

港湾及び港湾施設
の調査方法の習得
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添付資料 4: 専門家派遣実績  

 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 現地 国内 現地 国内

 　

　 　 　

　

　　 　　 　

　 　

　 　

　 　

　

　 　

　

　 　 　 　

　

19.46 49.09

　JCC JCJC　 JCC JCC JCC JCC JCC 3.75 6.90

提出時期 　 △ △  　 △ △　 　　 △ 　　 △

（△と報告書名により表示） 　 △ PR1 WP2 PR2 　　 IR 　　 FR

報告書 WP1 　　 　　    WP3 　　 　　 　　 　　

国内作業

Legend 現地作業

国内作業

2014年 2015年 2016年担当業務 氏名 所属先
1年次 2年次

2018年2017年

3年次 3年次（延長期間） 第3年次（延長）
実績

合計

現
地
業
務

総括／港湾政策（１） 能勢　道治
(一財)国際臨海開発

研究センター 6.43

22

副総括／港湾政策（２）
東　俊夫

桑島　隆一
鈴木　崇弘

(一財)国際臨海開発
研究センター

29 22 2222 36 43 22 29　 22 29 29 　

2.20 4.37

22 　 22 22 25

13.93

　　 3629 22　

3.03 5.73

22  2215

港湾行政（２）／研修
中村　晋太朗
 三浦　克康
三上　裕

(一財)国際臨海開発
研究センター

43

　 29

港湾行政（１） 小山　彰
(一財)国際臨海開発

研究センター

22 22　

2.43 8.73

22 36 6 29 9 　22 　 22

港湾行政（３） 富田　英治
(一財)国際臨海開発

研究センター 0.00 0.77

29 　22 　

1.70 6.80

15 36

8 　 15

29

港湾制度（１） 川嶋　聖一
(一財)国際臨海開発

研究センター

9 36 22　 6 　

港湾技術 川田　忠彦
(一財)国際臨海開発

研究センター 3.67

2229 　 　

港湾制度（２）／業務調整 綿野　洋介
(一財)国際臨海開発

研究センター

　 　

1529 　22 　 29　

36 　

2215 29

6.83

22

0.00 1.93

  

J
P
N

総括／港湾政策（１） 能勢　道治
(一財)国際臨海開発

研究センター 0.60

2 1

副総括／港湾政策（２）
東　俊夫

桑島　隆一
鈴木　崇弘

(一財)国際臨海開発
研究センター

1.10

2 2 22 22

港湾行政（１） 小山　彰
(一財)国際臨海開発

研究センター

2 　2

0.65

2

2 1

0.25 0.45

　

0.45

2

0.60

5 16 　 2 2

2　

2.15

2 2 　 1 1 2 6

港湾行政（３） 富田　英治
(一財)国際臨海開発

研究センター

22

港湾行政（２）／研修
中村　晋太朗
 三浦　克康
三上　裕

(一財)国際臨海開発
研究センター

0.00 0.00

港湾制度（１） 川嶋　聖一
(一財)国際臨海開発

研究センター 0.20 0.70

2 22 22 2

港湾技術 川田　忠彦
(一財)国際臨海開発

研究センター

2

1

1.65 1.85

　 　 2 5 16 2

港湾制度（２）／業務調整 綿野　洋介
(一財)国際臨海開発

研究センター

2 2

0.00 0.00

　 　 　 　

段階及び合計

19.46

23.21

 

　 　 　

　

 

　

JCC

△

3.75 49.09 6.90

55.99

　 　

WP3EP

22

　 　 15

　22

　 22

25

　

2222 　

  

1

1     2

1 1 4

1

1 1 4 1

1 4 2
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添付資料 5: 海外研修実績 

研修期間： ～ 2014年10月19日 研修員数 4 人

研修目標：

研修項目：

14:00 ～ 19:55

～

10/5(日) ～

9:00 ～ 12:00 倉持 JICA東京 03-5275-5931 英語 TICブリ室

14:15 ～ 15:15
能勢道治
中村晋太朗

OCDI調査役
OCDI主任研究員

03-5275-5931 英語 OCDI

15:15 ～ 15:45 岡田光彦 OCDI理事長 03-5275-5931 英語 OCDI

10:00 ～ 11:30 講義 桐島咲也子 MLIT港湾局総務課 03-5253-8679 日本語 国土交通省

13:00 ～ 14:30 講義 鈴木雄士 MLIT港湾局計画課 03-5253-8679 日本語 国土交通省

15:00 ～ 16:30 講義 能勢道治 OCDI調査役 03-5275-5931 英語 OCDI

10:00 ～ 11:30 講義
東京都港湾局港湾整備部港
湾計画課

03-5320-5612 日本語 東京港視察船

13:30 ～ 14:30 見学
東京都港湾局港湾整備部港
湾計画課

03-5320-5612 日本語 東京みなと館

15:00 ～ 16:00 見学 東京港埠頭株式会社技術部 03-3599-7303 日本語
東京港コンテ
ナターミナル

10:00 ～ 11:30 講義 畠山幹貴
横浜市港湾局管財一課管財
担当係長

045-671-2867 日本語 横浜市

13:30 ～ 16:30 見学 今村裕一郎
横浜市港湾局賑わい振興課
課長

045-671-2880 日本語 横浜市

10:00 ～ 11:30 講義 杉山知之 協和海運取締役定期船部長 03-5510-2037 英語 協和海運

13:00 ～ 14:30 講義 富田英治 OCDI業務執行理事 03-5275-5931 英語 OCDI

15:00 ～ 16:30 実習 中村晋太朗 OCDI主任研究員 03-5275-5931 英語 OCDI

10/11(土) ～

10/12(日) ～

10/13(月)

10:00 ～ 11:30 講義 山口淳史
大分県土木建築部港湾課主
幹

097-506-4614 日本語 大分県庁

12:30 ～ 14:00

14:00 ～ 14:30 講義
ダイハツ九
州

ダイハツ九州 日本語 ダイハツ九州

14:30 ～ 15:00 講義 寺﨑英一
別府港湾・空港整備事務所
長

0977-21-0172 日本語 ダイハツ九州

15:00 ～ 15:30 見学 福田睦久
別府港湾・空港整備事務所
工務課長

0977-21-0172 日本語 中津港

10:00 ～ 11:30 講義 的野賢司 国土交通省九州地方整備局 092-418-3340 日本語
福岡第二合同

庁舎

13:00 ～ 14:30 講義
佐藤祐二
西野晃史

福岡県県土整備部港湾課
港湾係長，管理係長

092-643-3674 日本語 福岡県庁

15:00 ～ 16:30 見学 中村晋太朗 OCDI主任研究員 03-5275-5931 英語
博多港アイランドシティ

中央公園

10:30 ～ 11:30 見学 中江克公
福岡県県土整備部港湾課
港湾係･主任技師

092-643-3674 日本語 芦屋港

～

9:00 ～ 10:30 実習
能勢道治
中村晋太朗

OCDI調査役
OCDI主任研究員

03-5275-5931 英語 OCDI

13:00 ～ 14:30 発表
能勢道治
中村晋太朗

OCDI調査役
OCDI主任研究員

03-5275-5931 英語 OCDI

15:00 ～ 16:30 発表
能勢道治
中村晋太朗

OCDI調査役
OCDI主任研究員

03-5275-5931 英語 OCDI

～

21:05 ～

10/19(日) ～ 4:55

10/16(木)
「芦屋港」

移動）福岡空港→羽田空港→JICA東京

移動）中津市内→福岡市内

大分港の概要

「中津港」

移動）大分市内→中津市内

10/15(水)

アイランドシティのまちづくり

移動）JICA東京→羽田空港→大分空港
　　　→大分市内

10/14(火)

休日

九州におけるみなとづくりへの取り組み

福岡県の港湾事業の概要
福岡県の地方港湾の現状と課題

ダイハツ九州概要説明・ＤＶＤ上映

中津港概要説明

我が国における港湾の開発・管理運営に係る実態の把握等を通じて「パ」国における諸課題を整理する。

①港湾計画、港湾事業制度など、我が国の港湾政策に係る基礎的情報の習得
②我が国における港湾管理者の業務（計画・管理・運営）の把握
③我が国における港湾を核とした産業立地の取組み事例の把握
④上記①～③を踏まえた、「パ」国における港湾を取り巻く諸課題の整理

研修内容

講師又は見学先担当者等
講師
使用
言語

氏名 所属先及び職位 連絡先

研修コース名： パプアニューギニア国運輸省港湾政策及び行政能力強化プロジェクトに係るカウンターパート研修

2014年10月4日

研修詳細計画表

10/4(土)
移動)ポートモレスビー空港→成田空港

日付 時刻 形態

移動）成田空港→JICA東京

休日

OCDI表敬

研修場所

海運の業務

ディスカッション・
成果報告書中間とりまとめ

「東京港コンテナターミナル」

港湾計画・長期計画、港湾の事業制度、
事業評価

休日

全国港湾戦略プラン作成事例の紹介

10/6(月)

ブリーフィング

10/8(水)

東京港の概要と港湾計画

10/9(木)
横浜港における港湾施設の管理・運営

「横浜港」海上
「大さん橋国際客船ターミナル」

10/10(金)

協和海運のパプアニューギニア航路

10/7(火)

日本の港湾制度・政策

プログラムオリエンテーション

「東京みなと館」

成果報告

10/18(土)
移動)JICA東京→成田空港

　→ポートモレスビー空港

移動）成田空港→

10/17(金)

最終成果報告書作成

評価会・修了式
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第 3 国研修（フィリピン）2015 年 6 月 28 日～7 月 6 日 
 
Date Time Activity Subject Remarks 
28 June 
(Sun) 

09:30 
-13:10 

Move 
 

<OCDI>Depart Narita for Manila 
 

JL741 
 

16:50 
-20:10 

Move <PNG> Depart Port Moresby for Manila PX10 

21:00 
-22:00 

Move <OCDI & PNG>Transfer to Hotel Hired Car  
Hotel: Summerset 

Millenium 
Macati* 

29 June 
(Mon) 

09:00- Move Move to DOTC Office Hired Car 

10:00 
-12:00 

Lecture National Port Administration in the 
Philippines (*refer to Document-1A) 

 Presentation of the port sector in PNG 
 Presentation of DOTC 

Mr.Enrico Ferre & 
DOTC staffs 

PM Discussion Discussion on differences of national port 
administration & making reports 

 
Hotel: as above 

30 June 
(Tue) 

09:00- Move Move to PPA Office Hired Car 
10:00 
-11:50 

Lecture Businesses of PPA (*refer to Document-1B) 
 Presentation of the port sector in PNG 
 Presentation of PPA 

Ms.Rola Marjorie 
etc. 

11:50 
-13:30 

Lunch 
Discussion 

Lunch Time Discussion & Break Hired Car 
Venue: TBD 

13:30 
-15:15 

Field Site Visit 
 ATI (Asian Terminals Incorporated) 
 MICT (Manila International Container 

Terminal) 

Hired Car,  
Arranged by PPA 
 
Hotel: as above 

1 July 
(Wed) 

06:00 
-09:00 

Move 
 

Move to SBMA office in Subic Bay Freeport 
Zone 

Hired Car 

09:00 
-11:50 

Lecture Businesses of SBMA (*refer to 
Document-1C) 

 Presentation of the port sector in PNG 
 Presentation of SBMA 

Mr. Jomel Libut & 
Mr. Nolito Manuel 

etc. 

11:50 
-13:30 

Lunch 
Discussion 

Lunch Time Discussion & Break Hired Car,  
Venue: Sakura 



パプアニューギニア国運輸省港湾行政及び行政能力強化プロジェクト 

業務完了報告書 

32 

13:30 
-15:15 

Field Site Visit 
 SBITC (Subic Bay International Container 

Terminal) 
 General Cargo Terminal 

Hired Car,  
Arranged by 

SBMA 
 

15:15 
-18:30 

Move Move back to Manila Hired Car 
Hotel: as above 

2 July 
(Thu) 

09:00- Move Move to PPA Training Center Hired Car 

10:00 
-11:45 

Lecture& 
Field 

Visit to PPA Training Center 
 

Ms.Rola Marjorie 
etc. 

11:45 
-13:30 

Lunch 
Discussion 

Lunch Time Discussion & Break Hired Car 
Venue: TBD 

13:30 
-15:15 

Field Site Visit 
 North Harbor of Manila Port 

Hired Car,  
Arranged by PPA 
Hotel: as above 

3 July 
(Fri) 

07:00- Move Move to Port Management Office of PPA in 
Batangas 

Hired Car 

09:00 
-11:30 

Lecture Role & business of Batangas Port 
 (*refer to Document-1E) 
 Presentation of the port sector in PNG 
 Presentation of PPA 

PPA staffs 

11:50 
-13:30 

Lunch 
Discussion 

Lunch Time Discussion & Break Hired Car 
Venue: TBD 

13:30 
-15:15 

Field Site Visit 
 ATI  
 Domestic Terminals 

Hired Car,  
Arranged by PPA 
 

15:15 
-17:30 

Move Move back to Manila Hired Car 
Hotel: as above 

4 July 
(Sat) 

All day  Documentation / OFF Hotel: as above 

5 July 
(Sun) 

All day  OFF  
18:00- Move <PNG>Move to Airport Hired Car 

21:25- Move <PNG>Depart Manila for Port Moresby PX11 
6 July 
(Mon) 

-05:00 Move <PNG>Arrive in Port Moresby  PX11 

14:25 
-19:55 

Move 
 

<OCDI>Depart Manila for Narita JL742 
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添付資料 7: ニュースレター 
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添付資料 8: 港湾 / 港湾施設調査リスト 

Port Facilities Visited (as of October 25, 2017) 

serial 
number 

number      
in each port visited date name of port facility remark 

1 POM 1 Aug 6, 2014 PNGPCL Port Moresby 
Joint Survey  
(JE + PNG) 

2  2 Sep 17, 2014 Steamships Shipping Wharf, POM  

3  3 Sep 17, 2014 Bismark Shipping Wharf, POM  

4  4 Sep 24, 2014 Avenell Engineering Systems, POM  

5  5 Oct 8, 2014 Motukea International Port, POM  

6 Madang 1 Nov 3, 2014 PNGPCL Madang 
Joint Survey  
(JE + PNG) 

7  2 Nov 3, 2014 Lutheran Shipping Wharf, Madang  

8  3 Nov 3, 2014 Sigma Wharf, Madang  

9  4 Nov 4, 2014 RD Fishery, Vidar Port  

10  5 Nov 5, 2014 Ramu Nickel Company, Basamuk Port  

11  6 Nov 6, 2014 Monpi Cocoa Export, Madang (Kulili)  

12  7 Nov 6, 2014 Sumukar District Wharf, Madang  

13  8 Nov 6, 2014 Simoi Wharf, Madang  

14  9 Nov 6, 2014 Cassell Agency Wharf, Madang  

15  10 Nov 6, 2014 Steamships Wharf (ex Bismark), Madang  

16  11 Nov 6, 2014 Binnan Wharf, Madang (Biabi)  

17  12 Nov 6, 2014 Rooke's Marine Jetty, Madang  

18  13 May 16, 2017 MTS Marina PNG PT Survey 

19  14 May 17, 2017 Madang Club Marina  

20  15 May 17, 2017 Jia Hao Wharf (ex Jant Wharf)  

21  16 May 18, 2017 Kubugam Wharf  

22 Kavieng 1 May 13, 2015 PNGPCL Kavieng, New Ireland Province 
Joint Survey  
(JE + PNG) 

23  2 May 13, 2015 NFA Jetty (owned by NIP Governmemt)  

24  3 May 13, 2015 Hearly (Hilly) Wharf (owned by NIP Government)  

25  4 May 13, 2015 
Kavieng Provincial Government Wharf  
(ADB Funding) 

 

26  5 May 14, 2015 NFC Jetty (owned by NFA)  
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27  6 May 14, 2015 Lakuramau Jetty (owned by )  

28  7 May 14, 2015 Konos Jetty (not exist)  

29  8 May 15, 2015 Taskul Wharf Jetty  

30  9 May 15, 2015 Enelava Jetty  

31 Lae 1 June  1, 2015 PNGPCL Lae, Main Port, Morobe Province 
Joint Survey  
(JE + PNG) 

32  2 June  1, 2015 PNGPCL Lae, Tidal Basin  

33  3 June  2, 2015 PNG Taiheiyo Wharf  

34  4 June  2, 2015 Bismark Maritime Wharf  

35  5 June  2, 2015 South Sea Lines (Lae Builders Wharf)  

36  6 June  3, 2015 Freabelle Fishing Wharf  

37  7 June  3, 2015 Asiawe Wharf (ENB Port Services, ex Lutheran)  

38  8 June  3, 2015 Manasu Wharf (Nasfund, ex Lutheran)  

39  9 June  3, 2015 Lae Yacht Club  

40 Lorengau 1 June 16, 2015 PNGPCL Lorengau, Manus Province PNG PT Survey 

41  2 June 15, 2015 Naruse Wharf (Manus Provincial Government)  

42  3 June 15, 2015 Momote Wharf (Manus Provincial Government)  

43  4 June 16, 2015 Loda Wharf, Lombrum (PNGDF)  

44  5 June 16, 2015 NFA Jetty, Lombum (PNGDF)  

45 Vanimo 1 June 15, 2015 PNGPCL Vanimo, West Sepik Province PNG PT Survey 

46  2 June 15, 2015 Vanimo Forest Products Wharf  

47  3 June 16, 2015 Daunda Log Pond  

48  4 June 16, 2015 Bewani Forest Products Jetty  

49  5 June 17, 2015 D.D. Investment Ltd Log Pond  

50  6 June 17, 2015 Border Interntional Ltd Log Pond  

51 Oro Bay 1 July 30, 2015 PNGPCL Oro Bay, Oro (Northern) Province 
Joint Survey 
 (JE + PNG) 

52 Namatanai 1 Aug 10, 2015 Namatanai Wharf, New Irealnd Province 
Joint Survey  
(JE + PNG) 

53  2 Aug 10, 2015 Labur Wharf  

54  3 Aug 11, 2015 Huris Wharf  

55  4 Aug 11, 2015 Kalili Wharf (Central New Ireland LLG)  

56 Buka 1 Sep 2&4, 2015 PNGPCL Buka, Bougainville PNG PT Survey 

57 Alotau 1 Sep 22, 2015 PNGPCL Alotau, Milne Bay Province 
Joint Survey  
(JE + PNG) 
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58  2 Sep 22, 2015 Masurina Timbers Jetty (not in use)  

59  3 Sep 23, 2015 Nako Marine Centre Jetty  

60  4 Sep 23, 2015 Cheong Jetty  

61  5 Sep 23, 2015 NFA Jetty (not exist)  

62  6 Sep 23, 2017  East Cape Jetty (not exist)  

63  7 Sep 24, 2015 Alotau Provincial Government Wharf  

64  8 Sep 24, 2015 Alotau International Hotel Jetty  

65  9 Sep 24, 2015 Alotau Market Jetty  

66  10 Sep 24, 2015 Alotau Enterprise Jetty  

67 Wewak 1 Oct 6, 2015 PNGPCL Wewak, East Sepik Province 
Joint Survey  
(JE + PNG) 

68  2 Oct 6, 2015 Turubu Log Port  

69  3 Oct 6, 2015 NFA Jetty  

70 Aitape 1 Oct 7, 2015 PNGPCL Aitape, West Sepik Province 
Joint Survey  
(JE + PNG) 

71 
Western 
Province 

1 Oct 27, 2015 Kiunga Port, Western Province PNG PT Survey 

72  2 Oct 27, 2015 OTML Wharf (Ok Tedi), Kiung  

73  3 Oct 29, 2015 PNGPCL Daru  

74 Kiriwina 1 Nov 11, 2015 Losuia Jetty, Milne Bay Province 
Joint Survey  
(JE + PNG) 

75  2 Nov 11, 2015 Kaibola Jetty  

76 Alotau 3 Nov 13, 2015 Nawae Construction Jetty, Milne Bay Province  

77  4 Nov 13, 2015 Driftwood Resort Jetty  

78 Misima 5 Nov 15, 2015 Misima Jetty, Milne Bay Province  

79  6 Nov 15, 2015 Daibobo Jetty (not in use)  

80  7 Nov 15, 2015 Misima Gold Mine Port  

81 Rabaul 1 Apr 27, 2016 PNGPCL Rabaul, East New Britain Province 
Joint Survey  
(JE + PNG) 

82  2 Apr 27, 2016 Coastal Wharf  

83  3 Apr 27, 2016 Toboi Wharf (not in use)  

84  4 Apr 27, 2016 Rabaul Yacht Club Jetty  

85  5 Apr 28, 2016 Takubar Wharf, Kokopo (Agmark Shipping)  

86  6 Apr 28, 2016 Raburua Wharf (R&A Marine Services)  

87  7 Apr 28, 2016 Provincial Government Wharf  

88  8 Apr 28, 2016 Kute Wharf  
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89  9 Apr 28, 2016 Puma Oil Wharf  

90  10 Apr 29, 2016 Rabaul Shipping Wharf  

91  11 Apr 29, 2016 Island Shipping Wharf  

92  12 Apr 29, 2016 Kulau Lodge Wharf (not in use)  

93  13 Apr 29, 2016 Tokunar Wharf  

94  14 Apr 29, 2016 CPL Wharf  

95  15 Apr 29, 2016 Vunapope Jetty, Kokopo (not in use)  

96  16 Apr 29, 2016 Kurakakaul Fyel Bunker Dolphin/Pier (not in use)  

97  17 Oct 5, 2017 Kabakaul Jetty (not in use)  

98 Kimbe 1 May 4, 2016 PNGPCL Kimbe, West New Britain Province 
Joint Survey  
(JE + PNG) 

99  2 May 4, 2016 WNBP Government Jetty  

100  3 May 4, 2016 Malama Jetty  

101  4 May 4, 2016 KBSA Jetty  

102  5 May 5, 2016 Liamo Reef Resort Jetty  

103  6 May 5, 2016 Buluma Wharf (Stetin Bay Lunber)  

104  7 May 5, 2016 Walindi Resort Jetty  

105  8 May 6, 2016 Ulamona Jetty  

106  9 May 6, 2016 Bialla Port (Hargy Oil Palm)  

107 
Lihir 
Island 

1 Sep 13, 2016 Londolovit Jetty, New Ireland Province 
Joint Survey  
(JE + PNG) 

108  2 Sep 13, 2016 Newcrest Mine Wharf  

109  3 Sep 13, 2016 Palie Catholic Mission Wharf  

110 
Central 
Province 

1 Oct 24, 2016 Kupiano Wharf, Central Province PNG PT Survey 

111  2 Oct 25, 2016 Hood Lagoon Jetty  

112  3 Oct 26, 2016 Gabagaba Jetty  

113  4 Oct 27, 2016 Tahira Jetty  

114  5 Oct 27, 2016 Loloata Jetties  

115  6 Oct 28, 2016 Sunset Village Resort Jetty  

Total 115 - 7 (not in use) - 3 (not exist) = Total 105 
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Order in Accordance with NRI Provincial Data 2010

CN Name of Port IN/OUT RN
(1) Mooring

Facilities
(2) Port

Transport Fac.
(3) Cargo

Handling Fac.
(4) Passenger

Fac.
(5) Storage

Fac.
(6) Port
Service

(7) Port Mgnt. Drawing photos

115 194 28 38 11 61 19 36 115 117
Southern Region 32

1 CP Central Province 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 Ravuvu Wharf IN 1 8 1 1 0 0 1 0 1 1

105 Kupiano Wharf OUT 2
106 Hood Lagoon Jetty OUT 3
107 Gabagaba Jetty OUT 4
108 Tahira Jetty OUT 5
109 Loloata Jetties OUT 6
110 Sunset Village Resort Jetty OUT 7

2 GP Gulf Province 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

3 MBP Milne Bay Province 17 26 2 5 0 7 2 4 16 1
Alotau 53 PNGPCL Alotau IN 1 2 0 0 0 3 0 1 1 1

54 Masurina Timbers Jetty IN 2 1 1
55 Nako marine Centre Jetty IN 3 1 1 0 0 0 0 0 1 1
56 Cheong Wharf IN 4 1 0 0 0 0 0 0 1 1
57 NFA Jetty IN 5 1
58 East cape Jetty OUT 6 1
59 Alotau Provincial Gov't Wharf IN 7 9 1 5 0 3 2 3 1 1
60 Alotau International Hotel Jetty ? 8 2 0 0 0 1 0 0 1 1
61 Alotau Market Jetty ? 9 1 0 0 0 0 0 0 1 1
62 Alotau Enterprise Jetty ? 10 1 0 0 0 0 0 0 1 1
72 Nawae Constructon Wharf (Model) ? 11 2 0 0 0 0 0 0 2 1
73 Driftwood Resort Jetty ? 12 1 0 0 0 0 0 0 1 1

Kiriwina Island 70 Lousia Jetty OUT 13 1 0 0 0 0 0 0 1 1
71 Kaibola Jetty OUT 14 1 0 0 0 0 0 0 1 1

Misima Island 74 Misima Wharf OUT 15 3 0 0 0 0 0 0 2 1
75 Daibobo OUT 16 1
76 Misima Gold Port OUT 17 1 0 0 0 0 0 0 1 1

4 NCD National Capital District 4 13 8 15 8 11 8 9 15 1
POM 1 PNGPCL POM IN 1 8 8 8 8 8 8 8 8 1

2 Steamships POM IN 2 1 0 0 0 0 0 0 5 1
3 Bismark Shipping Wharf IN 3 1 0 7 0 3 0 1 1 1
5 Motukea International Port IN 4 3 0 0 0 0 0 0 1 1

5 OP Oro Province 1 2 0 2 1 1 0 1 1 1
Oro Bay 47 PNGPCL Oro Bay IN 1 2 0 2 1 1 0 1 1 1

6 WP Western Province 3 5 0 1 0 0 0 0 3 1
Kiunga 67 Kiunga Town Wharf OUT 1 2 0 0 0 0 0 0 1 1

68 OTML Wharf-Kiunga (OK TEDI) OUT 2 2 0 1 0 0 0 0 1 1
Daru 69 PNGPCL Daru IN 3 1 0 0 0 0 0 0 1 1

Momase Region 35
7 ESP East Sepik Province 3 7 0 0 0 0 0 0 4 1

Wewak 63 PNGPCL Wewak IN 1 4 0 0 0 0 0 0 3 1
64 Turubu Log Port OUT 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1
65 NFA Jetty OUT 3 2 0 0 0 0 0 0 1 1

8 MADP Madang Province 16 27 9 4 1 11 2 3 16 1
Madang 6 PNGPCL Madang IN 1 5 0 0 0 4 2 1 1 1

7 Lutheran Shipping Port Facilities IN 2 3 0 0 0 0 0 0 2 1
8 Sigma Construction Port IN 3 1 1 0 0 1 0 0 1 1
9 RD Fishing Port IN 4 1 2 1 0 5 0 0 3 1

10 Basamuk Port IN 5 1 1 2 1 0 0 1 1 1
11 Kulili Cocoa Export Wharf IN 6 3 0 0 0 0 0 0 1 1
12 Sumkar District Wharf IN 7 1 1 0 0 0 0 0 1 1
13 Simoi Shipping Wharf IN 8 3 1 0 0 0 0 0 1 1
14 Cassell Agencies Wharf IN 9 1 1 0 0 0 0 0 1 1
15 Steamships Shipping Wharf IN 10 1 1 1 0 1 0 0 1 1
16 Biabi Wharf IN 11 1 1 0 0 0 0 1 1 1
17 Rooke's Marine Jetty IN 12 4 0 0 0 0 0 0 1 1

111 Madang Club Mariners IN 13
112 Kubugam Jetty OUT 14 1
113 JIA HAO Wharf IN 15 1 0 0 0 0 0 0 1 1
114 MTS Marina IN 16

9 MORP Morobe Province 9 24 1 1 1 19 1 6 10 1
Lae 27 PNGPCL Lae IN 1 7 0 0 1 18 0 5 2 1

28 Lae Tidal basin IN 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1
29 Taiheiyo Cement Wharf IN 3 1 1 1 0 1 1 1 2 1
30 Bismark Maritime Wharf IN 4 2 0 0 0 0 0 0 1 1
31 South Sea Lines Wharf IN 5 1 0 0 0 0 0 0 1 1
32 Frabelle Fishing Wharf IN 6 3 0 0 0 0 0 0 1 1
33 Asiawe Wharf IN 7 1 0 0 0 0 0 0 1 1
34 Namasu Wharf IN 8 1 0 0 0 0 0 0 1 1
35 Lae Yacht Club Marina IN 9 7 0 0 0 0 0 0 1 1

10 WSP West Sepik Province 7 9 1 1 0 5 1 6 8 1
Aitape 66 PNGPCL Aitape IN 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1
Vanimo 41 PNGPCL Vanimo IN 2 2 0 0 0 0 0 0 2 1

42 Vanimo Forest Product Wharf IN 3 2 1 1 0 1 1 1 1 1
43 Daunda Log Port (Amanab56) IN 4 1 0 0 0 1 0 1 1 1
44 Bewani Palm Oil Jetty OUT 5 1 0 0 0 1 0 1 1 1
45 DD Investment Ltd. Log Port OUT 6 1 0 0 0 1 0 1 1 1
46 Boarder Int'l Ltd. Log Port OUT 7 1 0 0 0 1 0 1 1 1

New Guinea Islands Region 48
11 AROB Automonous Region of Bougainville 1 3 1 2 0 1 1 1 1 1

Buka 52 PNGPCL Buka IN 1 3 1 2 0 1 1 1 1 1
12 ENBP East New Britain Province 17 30 1

Rabaul 77 PNGPCL Rabaul IN 1 2 3 1 1 1 1
78 Coastal Shipping Wharf IN 2 3 3 1 1 1
79 Toboi Wharf IN 3 1
80 Rabaul Yacht Club Marina IN 4 2 1
81 Agmark Shipping Wharf OUT 5 1 1
82 Raburua Ramps OUT 6 3 1
83 Dawapia Port IN 7 5 1 1 1 1 1 1 1 1
84 Kute Shipping Wharf IN 8 3 1 1
85 Puma Rabaul Bunker Jetty IN 9 1 1 1
86 Rabaul Shipping Wharf IN 10 3 1 1 1
87 Island Shipping Wharf IN 11 1 1 1
88 Kulau Lodge Beach Resort Jetty OUT 12 1 1 1
89 Tokunar Marine Park OUT 13 1 1 1
90 CPL Toboi Wharf IN 14 3 1 1
91 Vunapope Wharf OUT 15 1 1 1
92 Kurakakaul Fuel Bunker Dolphin OUT 16 1 1

115 Kabakaul Pier OUT 17

Location

Number of Facility
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13 MANP Manus Province 5 4 0 0 0 0 0 0 4 1
Lorengau 36 PNGPCL Lorengau Port IN 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1

37 Naruse Wharf IN 2
38 Momote Wharf OUT 3 1 0 0 0 0 0 0 1 1
39 Loda Wharf OUT 4 1 0 0 0 0 0 0 1 1
40 NFA Jetties OUT 5 1 0 0 0 0 0 0 1 1

14 NIP New Ireland Province 16 25 5 7 0 2 3 5 16 1
Kavieng 18 PNGPCL Kavieng IN 1 2 2 5 0 0 3 4 1 1

19 NFA Jetty +Bunker Jetty IN 2 4 0 0 0 0 0 0 1 1
20 Hilly Wharf IN 3 1 0 0 0 0 0 0 1 1
21 Kavieng Provincial Government wharf IN 4 1 0 0 0 0 0 0 1 1
22 NFC Wharf IN 5 1 0 0 0 0 0 0 1 1
23 Lakuramau Jetty OUT 6 1 1 1 0 0 0 1 1 1
24 Konos Jetty OUT 7 1
25 Taskul Wharf OUT 8 1 0 0 0 1 0 0 1 1
26 Enelava Jetty OUT 9 1 0 0 0 0 0 0 1 1

Namatanai 48 Namatanai Wharf OUT 10 3 1 0 0 1 0 0 1 1
49 Labur Wharf OUT 11 2 1 0 0 0 0 0 1 1
50 Huris Wharf OUT 12 1 0 0 0 0 0 0 1 1
51 Kalili Wharf OUT 13 1 0 0 0 0 0 0 1 1

Lihir Island 102 Putput Port OUT 14 5 0 1 0 4 1
103 Londolovit Port OUT 15
104 Palie Catholic Mission Wharf OUT 16 1 0 0 0 0 0 0 0 1

15 WNBP West  New Britain Province 9 19 1 0 0 4 1 1 21 1
Kimbe 93 PNGPCL Kimbe IN 1 3 0 0 0 2 0 0 3 1

94 WNBP Government Jetty IN 2 1 0 0 0 0 0 0 2 1
95 Malama Jetty IN 3 3 0 0 0 0 0 0 2 1
96 KBSA Wharf and Marina IN 4 2 1 0 0 1 1 1 2 1
97 Liamo Reef Resort Jetty IN 5 3 0 0 0 0 0 0 2 1
98 Buluma Wharf IN 6 1 0 0 0 1 0 3 1
99 Walindi Resort Jetty OUT 7 3 0 0 0 0 0 0 2 1

100 Bialla Port OUT 8 2 0 0 0 0 0 3 1
101 Ulamona Wharf OUT 9 1 0 0 0 0 0 0 2 1

PORT FACILITIES AS PER MARITIME PROVINCES
Exist and still in use 105 AROB CP ENBP ESP GP
Exist but not in use 7 1 7 17 3 0

Do not exist anymore 3 MADP MANP MBP MORP NCD
16 5 17 9 4

NIP OP WNBP WP WSP
Inside Port Limit 66 16 1 9 3 7

Outside Port Limit 44
No Sure 5 PORT FACILITIES AS PER REGIONS

MOMASE NGI
Number of maritime provinces 15 35 48 32

PORT FACILITIES SURVEYED

PORT LIMIT(S)

SOUTHERN REGION

CN Name of Port IN/OUT RN
(1) Mooring

Facilities
(2) Port

Transport Fac.
(3) Cargo

Handling Fac.
(4) Passenger

Fac.
(5) Storage

Fac.
(6) Port
Service

(7) Port Mgnt. Drawing photos

115 194 28 38 11 61 19 36 115 117

Location

Number of Facility
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添付資料 9:達成テスト 

達成テストの実施方法 

プロジェクトチームメンバーに設問を与え、メンバーの回答のために一定期間が与えら

れた。設問に対する解答がプロジェクトチームメンバーからあった。回答はプロジェクト

マネージャーのシニュー氏により締切日に収集された。集められた回答は採点のために即

座に JICA 専門家に送付された。次の評価基準を用いて採点した。 

・25点 プロジェクトの全体概要の理解度 

・20点 港湾政策手段において実務的な訓練として行った港湾台帳の理解度 

・10点 港湾行政制度、港湾統計、港湾指導基準の各々の理解度 

・25点 本プロジェクトの重要課題である国家港湾行政の理解度 

 

採点結果の概要は次の表のとおりである。 

 
 
それぞれのプロジェクトチームメンバーの採点を要約すると次の表のとおりで、平均点は

78点となる。 

 Name Organization Score 

1 Mr. Manau Suu Maritime Transport Division, DoT 75 

2 Ms. Priscilla Ure Maritime Transport Division, DoT 85 

3 Mr. Sylvester Rokuman Maritime Transport Division, DoT 90 

4 Mr. Joseph Lelepo Maritime Transport Division, DoT 80 

5 Mr. Sent Raiya Policy and Research Division, DoT 75 

6 Ms. Marion Kila Rural Transport Infrastructure Development 
Division, DoT 

70 

7 Ms. Hane Kila 
 

Maritime Compliance Division  
(Harbors Management Services), PNGPCL 

80 

8 Mr. Vagi Eoima Infrastructure Division, PNGPCL 70 

 Project Team Members average score 78 

Evaluation Details Manu Prisclla Sylvester Joseph Sent Marion Hane Vagi

points Suu Ure Rokuman Lelepo Raiya Kila Kila Eoima

25 20 25 25 20 20 20 20 20

20 20 20 20 20 15 10 20 10

10 5 5 10 10 5 10 5 10

10 5 10 10 10 10 10 10 10

10 5 5 5 5 5 5 5 10

25 20 20 20 15 20 15 20 10

100 75 85 90 80 75 70 80 70

6. National Port Administration

1. Overall understanding

2. Port Inventory

3. Port Governing System

4. Port Statistics

5. Criteria/Guidance for Port Develoment
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Achievement Test Questions 

on 
The Project for Capacity Development of DoT in Port Policy and Administration 

 

All the Project Team Members are requested to answer following questions: 

 

1. Port Inventory 
1) Please describe why port inventory is necessary for national port 

administration. 
2) Please explain the steps to be implemented in carrying out port inventory 

data collection. 
 

2. Port Governing System 
1) Please describe why port governing system (port classification) is required 

for national port administration. 
2) Please list the elements that should be taken into consideration when 

establishing port classification. 
 

3. Port Statistics 
1) Please describe why port statistics are vital for national port administration. 
2) Please indicate necessary items to be included in the national port statistics. 
 

4. Criteria/Guidance for Port Development & management 
1) Please describe the necessity of Criteria/Guidance for Port Development & 

management. 
 

5. National Port Administration 
1) Please describe roles and responsibilities of DoT as the government agency 

regarding port administration. 
2) Please summarize your opinion on how the national port administration in 

PNG should be formulated in future. 
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